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児童福祉の歴史（明治期）
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児童保護の手続きにおける日英の違い
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岡山孤児院のその後
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児童福祉法と家庭養育運営要綱（1948）
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児童福祉法（1948）以降の展開
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ボウルビィのアタッチメント研究
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ティザードの研究
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]�pu�Ɍuſƫ;

�9

l£¨[�°§�¯ �n�¯$�]�$MiYe��
�
����  	J$V«·;�9$P»3+��
○ bƶņzāĖʓǷǜ{ʚɆƑʗǜxƯĽwǮzɁƫcbƶ

ņƑʗ]Ƶųe�mſƫugsʚɆƑʗ{ʫɋgwyp
mc�

○ bĩƓàzĢǎu{<Ɲɏx{̳āāĖĻ�  ėȴ̌œ˅Ƽ�
�Ųgsu�cbÛ>ìŷĘy�ƶņxŰɲ���èäƾ
{ƶņzāĖxǙhsĎāe��]<āĖzʓǷǜxâā
zƀǃ�ņa<lzʓǷǜxȵgsuwuƶņxqus{
èäƾ�ʀŵi�uuvĻĕc�

○ b̳āāĖĻ{
/,.Úy�Ĝƶe�<Ĵý{.	�xņāe
�sumƀǃ]<
/-(Ú.)�xŔ^àʼ��<(		
Úx
{/	�xŔ^àʼ��m;czcu{Wƶņ]<Ȃx÷u
āĖʓǷǜ�ȵńˉũi�ǌĹ]t�cuc

日本の児童福祉・社会的養護の歴史（まとめ）
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英国1948年児童法と自治体ソーシャルワーカーの成立
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イギリスの社会的養護その後とバーナードホーム
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欧米における社会的養護
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アメリカの児童虐待防止の経過
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アメリカの児童虐待防止の経過
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パーマネンシー（永続性）の重要性
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1997年養子縁組及び子ども家庭安全法（ASFA）
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福井充「子どもの長期入所からの脱却をめざしてー
施設入退所調査に基づく家庭移行支援ー」

○ 「生活保護ケースワーカーとしても3年目を迎えた2010年
の春、冒頭の青年との出会いが、この視点に変化をもた
らした。30歳を目前とした彼は、人生の様々な憤りを
「お前らのせい」で「一匹狼」という言葉と拳に込めて、
担当である私と福祉事務所の机にぶつけた。未婚の母は
彼を出産直後に乳児院へ託し、その後、彼は児童養護施
設で暮らしたが、16歳で高校を中退して社会に出た。就
職した土木業は数か月で辞め、10年ほど、日雇い寮と公
園のベンチ、そして塀の中の暮らしを転々とし、生活保
護受給に至った。

福井充「子どもの長期入所からの脱却をめざしてー
施設入退所調査に基づく家庭移行支援ー」
○ 前任者の支援で療育手帳（軽度知的障がい）を得てからの数年
は、障がい者就労支援を利用していたが、職場での度重なる対
人トラブルによって職業紹介先が徐々に狭まり、そのことが、
ますます彼を苛立たせていた。なぜ「お前らのせい」なのかと
尋ねると、彼は、施設職員のいない所で上級生から命令や暴力
を受けて育ったこと、人間は信用に値しないことを教えてくれ
た。小学校の入学式で一度母を見た覚えがあるが、その後は連
絡もなく、遠くにいるとの情報だけが記憶にあるとのことだっ
た。施設を出て一匹狼になった、あんたにわかるか、と凄む彼
の目は、私をにらみながら、私の背後にある何かに向けられて
いるようでもあった。母の住民票は長らく職権消除されたまま
であり、行方を知る者はいなかった」

児童養護施設等におけるケアの特徴と問題点
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３年以上入所している子ど
もは17800人（61％）



乳幼児期から長期間入所している子どもが多い 
（平成25年　厚生労働省調査）
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に措置後、長期間入所している
子どもたち（乳児院から継続
も含む）全体の６割

児童養護施設の入所期間（福岡：2015）
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• ３年以上入所している子どもは 
157人（57％） 

• 　　乳児院から連続して入所して
いる子どもは76人（27.7％）

・施設に長期間入所している子どもは57％ 
・３年以上入所すると家庭復帰も里親委託も困難 
・一度も家庭体験をすることなく成人する子ども

日本の社会的養護の特徴（2016年改正児童福祉法以前）
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欧米先進諸国の社会的養護の特徴
○ 第二次世界大戦後、施設ケアから里親ケアに時間をかけて移行	

○ 英語圏の国で７０～９０％、ヨーロッパ大陸諸国で５０％前後
の里親委託率。社会的養護の選択肢として養子縁組が位置付け	

○ 施設は、地域に分散した小規模施設が基本。	

○ 英米には乳児院はない（デンマークとフランスには高機能の乳
児院が存在）	

○ 児童相談所に付設した一時保護所はない	

○ パーマネンシー保障（家庭復帰、親族、養子）の考え方によ
り、里親も施設も措置期間は短い。	

○ 在宅支援サービスが豊富（裁判所が関与した在宅支援）	

○ 児童相談所には専門職ソーシャルワーカーが配置。裁判所関与
ケースが多い。



児童虐待防止の経過（1980～2000）
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児童虐待防止の経過（2000～2015）
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法制度の整備と現場の乖離
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児童相談所児童福祉司の専門性
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児童福祉法改正へと向かった背景にあるものは

○ 虐待やネグレクトの結
果、死亡する子ども達	

○ 虐待や貧困や孤立など
重なる困難の中で、地
域で十分支援が届かず
子ども時代を過ごして
いる大勢の子ども達

○ 社会的養護の中にあっ
て、十分なケアが届い
ていない子ども達	

○ 家庭環境で暮らす経験
のないまま成人し、帰
る家庭を喪失した子ど
も達

大勢の社会適応困難な若者	
若者にも支援が届いていない現状



子どもの代替養育に関する国連指針（2009）

○ 家族による養育のもとに子どもを留めるか、家族に戻す
ための努力を支援すること。それに失敗した場合は、養
子縁組やイスラム法におけるカファーラなど、他の適切
で永続的な解決策を見出す努力を支援すること。	

○ そうした永続的な解決策を見い出すまでの間、あるいは
それが不可能であったり、その子どもに最善の利益をも
たらさない場合には、代替養育の最も適切な形を特定
し、確保すること。ただし、その代替養育がその子の調
和のとれた豊かな発達を促進することを条件とする。

子どもの代替養育に関する国連指針（2009）

○ その子に安定した家庭を保証すること、安全と継続的な養育者
との繋がり（アタッチメント）という基本的な必要を満たすこと	

○ 専門家の有力な意見によれば、幼い児童、特に3歳未満の児童の
代替的養護は家庭を基本とした環境で提供されるべきである。
この原則に対する例外は、兄弟姉妹の分離の防止を目的とする
場合や、かかる代替的養護の実施が緊急性を有しており、又は
あらかじめ定められた非常	 に限られた期間である場合であっ
て、引き続き家庭への復帰が予定されているか、又は結果とし	

て他の適切な長期的養護措置が実現する場合であろう。	

○ 施設での養育は、その子どもにとって特に適切かつ必要で、建
設的であり、その児童の最善の利益に沿っている場合に限られ
るべきである。

子どもの代替養育に関する国連指針（2009）

○ 施設養護と家庭を基本とする養護とが相互に補完しつつ児
童のニーズを満たしていることを認識しつつも、大規模な
施設養護が残存する現状において、かかる施設の進歩的な
廃止を視野に入れた、明確な目標及び目的を持つ全体的な
脱施設化方針に照らした上で、代替策は発展すべである。
かかる目的のため各国は、個別的な少人数での養護など、
児童に役立つ養護の質及び条件を保障するための養護基準
を策定すべきであり、かかる基準に照らして既存の施設を
評価すべきである。公共施設であるか民間施設であるかを
問わず、施設養護の施設の新設又は新設の許可に関する決
定は、この脱施設化の目的及び方針を十分考慮すべきであ
る。

児童福祉法改正への道のり
○ 1947年　児童福祉法	
○ 1994年　子どもの権利条約批准	

○ 2009年　子どもの代替的養護に関する国連指針	

○ 2010年　国連子ども権利委員会から日本政府への勧告	
○ 2011年　里親委託ガイドライン、「社会的養護の課題と将来像」 
 

○ 2015年9月　新たな子ども家庭福祉のあり方に関する検討委員会　	
○ 2016年　改正児童福祉法（抜本的改正）　	
○ 2017年　改正児童福祉法（司法関与）	

○ 2017年　新しい社会的養育ビジョン	

○ 2018年　都道府県社会的養育推進計画の策定要領
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抜本的改革の必要性



改正児童福祉法の改正ポイント
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平成28年改正児童福祉法
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平成28年改正児童福祉法「家庭養育優先原則」
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乳幼児家庭養育原則 
（局長通知「児童福祉法等の一部を改正する法律の公布について」(平成28年6月3日)	

○ 平成	28	年6月3日局長通知・児童福祉法等の一部を改正する法律
の公布について「特に就学前の乳幼児期は、（略）、養子縁組
や里親・ファミリーホームへ	の委託を原則とすることとする」

　虐待を受けた子どもや、何らか︎の事情により実︎の親が育てられない子ども
を含め、全ての︎子どもの︎育ちを保障する観点から、平成28年児童福祉法改正
で︎は、子どもが権利の︎主体であることを明確にし、家庭への︎養育支援から代
替養育までの︎社会的養育の︎充実とともに、家庭養育優先の︎理念を規定し、実
親による養育が困難であれば︎、特別養子縁組による永続的解決（パーマネン
シー保障）や里親による養育を推進することを明確にした。これは︎、国会に
おいて全会一致で可決されたも︎であり、我が国の社会的養育の︎歴史上、画期
的なことである。	

　本報告書は︎、この︎改正法の︎理念を具体化するため、「社会的養護︎の課題と
将来像」(平成23年7月)を全面的に見直し、「新しい社会的養育ビジョン」と
そこに至る工程を示すも︎のである。新たなビジョン策定に向けた議論では︎、
在宅での︎支援から代替養育、養子縁組と、社会的養育分野︎の課題と改革の︎具
体的な方向性を網羅する形となったが、これら︎の改革項目の︎すべてが緊密に
繋がっているも︎のであり、一体的かつ全体として改革を進めなければ︎、我が
国︎の社会的養育が生まれ変わること︎ない。	

新しい社会的養育ビジョンの意義

「新しい社会的養育ビジョン」目次
I. はじめに	

II. 新しい社会的養育ビジョンの全体像	

1. 子どもの権利を基礎とした社会的養育の全体像	

2. 「社会的養護」の考え方と永続的解決の必要性	

3. 「社会的養護の課題と将来像」の見直しの必要性		

III.新しい社会的養育ビジョンの詳細		

1. 家庭（代替養育家庭も含む）で生活している子どもへの支援		

2. 子どもの権利保障のための児童相談所の在り方		

3. 一時保護の在り方		

4. 代替養育		

5. 代替養育を必要とする子どもと特別養子縁組		

6. 自立支援（リービング・ケア、アフター・ケア）	

7. 子どもの権利を守る評価制度の在り方

社会的養育と社会的養護
社会的養育	

• 対象は全ての子ども（虐待を受けている子ども、貧困家庭の︎子ども、障害︎

のある子ども、医療的ケアを必要とする子ども、代替養育の子ども等）	
• 子どもの権利やニーズ、家庭のニーズに沿った支援	
• 中心となるのは、市区町村子ども家庭総合支援拠点におけるソーシ 
ャルワークを中心とした支援		

• サービスの開始と終了に行政機関が関与。確実
に支援を届けるサー	ビスへ（社会の介入度合い
が大きい	）	

• 分離していない場合 
在宅の虐待ケースなど集中的支援「在宅指導措
置」とその活用	

• 分離している場合＝代替養育 
（従来の社会的養護＋一時保護、ショートステ
イ、障害児入所施設、養子縁組移行プロセス）

社会的養護

一般家庭の子どもが
ショートステイを使
う、代替養育の子ども
が地域の支援を使うな
ど、社会的養育と社会
的養護は連続的で双方
が乗り入れての活用



1.家庭(代替養育家庭も含む)で生活している子どもへの支援
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(5)	乳幼児︎家庭養育原則︎徹底と年限を明確にした取組目標
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2.「できる限り良好な家庭的環境」とは
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3.	一時保護のあり方	
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(2)子どもの意見表明権の保障、アドボケイト制度の構築

○ ħʧ˦Ȣx[us{WĄv�zĽóĬĒōzğɳ]űĹt
t�;�mWǭĴz­A¨ËÑÔA�A]ǈāgmħʧ˦
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xqusˠİe���^tt�;Ąv�zĽóĬĒō�ğ
ɳi�m�xWĄv�zÚˎxyy��jWĄv�z˫ɉ
�ʦ�wWǌĹxǙhs�´Ä£�³�qa�Ļĕ]Ǝ�
���;

2.「社会的養護」の考え方と永続的解決の必要性

○ 代替養育は、本来は一時的な解決であり、家庭復帰、親族との
同居、あるいは、それらが不適当な場合の養子縁組、中でも特
別養子縁組といった永続的解決を目的とした対応を、児童相談
所は、里親や施設と一致してすべての子どもに対して行われな
ければならず、漫然とした長期間にわたる代替養育措置はなく
なる必要がある。	

○ しかしながら、子どもの最善の利益として家庭復帰や養子縁組
が困難な場合に長期養育里親委託や長期施設入所措置もやむを
得ない場合がありうるが、その場合も、子どものニーズに応じ
た養育形態が選択されるべきであり、かつ、永続的解決に向け
た計画の立案とその実現に向けた不断の努力が必須となる。	

○

児童相談所運営指針（2018）
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全ての校区の子どもについて、児童相談所児童福祉司とス
クールソーシャルワーカーが、日常的に緊密な連携ができ
る体制が完成



福岡市における里親委託の推移
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福岡市の家庭移行支援の取り組み（平成28年～）
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コミュニティケアの展開に向けて
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